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2004 年 (平成16 年) 1 月 ~ 2004 年 (平成16 年) 12 月
研究状況









8 年間にわた る研究の成果は， 佐々 木克編 『明治維
新期の政治文化』と題する報告書(思文閣出版，












1 月16 日 幕末期 「政令一途」 をめ ぐ る政治状況
白石烈(広島大・院)





















例研究会を開催している。 2002年 4月から約 2年
の研究会ののち， 2004 月1 月 か ら は報告論文集の



































1 月19 日 平和の フ ェ テ ィ シ ズム考 : 文化的 フ ェ
ティシズム批判を超えて松田素二








2 月23 日 絵画者と はだれか ?
中村宏(画家)
3 月1 日 偶像， イ コ ン ， も の : 現代キ リ ス ト 教
神学に見るものへの裏口
佐藤啓介(京都大学文学研究科)
3 月15 日 内在権力の建築(Architecture ofImｭ
manentPower)
内山田康(筑波大学)
5 月31 日 打ち合わせ














10 月4 日 打ち合わせ








1960 年代の研究 班長 富永茂樹


































1 月16 日 破れた理想ー デ イ ラ ン の60 年代
フランソワ・ラショウ(ゲス卜)
2 月20 日1960 年代の 日本財界 龍谷
3 月 5 日 書物と 出版の 60 年代 葛山
3 月 19 日 《団塊の世代〉 をめ ぐ っ て に晶三コ水ミ
4 月16 日 三島自決 ・ 再考 大津
5 月21 日Connect with'60s 全員
6 月4 日 戦後に お け る性の歴史を いかに考え る
か氾濫・解放・開放・革命…斎藤
6 月18 日 家畜 と 人間の60 年代 藤原
7 月2 日 乱1es annees60
フランシス・マルマンド(ゲスト)
7 月16 日 第一次怪獣ブー ム 遠藤
9 月17 日60 年代へ向か う 〈人口》 田中
10 月1 日 〈言葉と物〉 の60 年代 葛山
10 月15 日 日本伝統工芸展について 森口




11 月5 日 ミ ニ ス カ ー ト の 60 年代 成実
11 月 1 9 日 教育の 60 年代 (補遺) 一 人間 と 資本
の 60年代前川
12 月 3 日 高等教育をめ ぐ る議論 と外国 白鳥


























1 月13 日 王権 と 図像文様 森下 章司
1 月 27 日 「ポ リ ス の創造」 再考 : 近年の初期ギ
リシア史研究の成果から
周藤芳幸(名古屋大)
2 月24 日 考古学と近現代史
穴沢柱(穴沢病院)
3 月9 日 古墳文化の中心一 周縁関係成立過程
河野一隆




































9 月28 日 報告書作成 ・ 最終討論 全員
日仏文化交渉の研究班長宇佐美膏

































1 月10 日 マ ル ロ ー にお け る東洋 と 日本
三野博司
2 月16 日 国際社会と古都奈良 高木 博志




5 月10 日 フ ラ ン ス 詩の磁場 一 富永太郎の 「 フ
ランス詩ノート」と中原中也の「翻訳
詩ノート Jを中心に宇佐美膏
5 月24 日 竹内勝太郎の ヴ ァ レ リ 一 森本 淳生
6 月7 日 山本芳翠 「鯖蛤集」 挿絵に関す る考察
高階絵里加


















11月 22 日 木下杢太郎と フ ラ ン ス文化
吉田城
岩野泡鳴とボードレール北村卓




































1 月21 日 「在満大使館警務部」 設置問題
田中隆一
2 月25 日 海峡両岸社会と 台湾総督府 ・ 対岸領事
官警察浅野豊美




4 月 2 1 日 領事館警察の い く つかの間題につ いて
水野直樹








6 月16 日 間島 に お け る 領事館 / 領事館警察 と
朝鮮人民会 1 920年代における救済
の発動麿岡浄進
7 月7 日 1 9 世紀末- 20 世紀初朝鮮に お け る 日
本人社会の形成と日本帝国主義一全
羅北道群山の場合李俊植






10月 27 日 上海共同租界警察フ ァ イ ルにつ いて
石川禎浩
11月17 日 『外務省警察史」 を読む 一 天津の部，
その2永井和




























1 月24 日 日韓両国の漢文訓読につ いて 金
『難波鉦』梅之部六臨月加藤
2 月7 日 テ ス ト 氏 と は誰か ? ー ヴ ァ レ リ ー と
近代文学の問題系森本
「難波鉦』梅之部六道芝山岸




3 月5 日 山本序周の こ と ば直 し 横山
「難波鉦」梅之部六藤袴遠藤
3 月12 日 風目屋 ・ パ ノ ラ マ館 ・ 芝居 一 「鄭考
青日記」の周辺一深津
『難波鉦』梅之部六手鑑古勝
4 月17 日 「文明 と言語J - 第3 年度を迎えて
横山
「難波鉦」梅之部六身の代金
5 月1 日 明治期の養生哲学 と 進化論 伊東重
の場合一武田
『難波鉦』梅之部六金精矢深津
5 月15 日 科学 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の今 加藤
『難波鉦』梅之部六熊谷笠田中
5 月22 日 尼崎言語力旧跡探訪
(案内)後藤，木村立夫氏
尼崎市役所近松課
6 月5 日 ネ ゴ シ エ ー シ ョ ン と ア ナ ロ ジ 一 一 言
語の発生と人類の進化山極
『難波鉦』梅之部六雨路横山
6 月19 日 野生の科学 と近代科学 一 イ ヌ イ ト の
知識にみる時間の戦術-
(ゲスト)大村敬一氏




8 月19 日 「第l 回 鉦叩会J - ~難波鉦』 現代語
訳稿作成贋瀬，遠藤
横山，他






























5 月 1 2 日 身体と人種 竹沢
5 月 19 日 ポ ル ノ 的身体と は何か 大浦
5 月26 日 日本近代美術にお け る裸体表現の導入
高階
6 月2 日 明治維新と天皇 - 王権と身体 高木




























10月9 日 武術の語 り 方 倉島
『難波鉦』金精矢訳稿 深j華
10月23日 狩蜂を ど う 語るか 遠藤
「難波鉦』雨路訳稿 横山
11月20 日 贋作について 宇佐見
「難波鉦』熊谷笠訳稿 田中
11月27 日 分節言語か ら情念の音声へ 岡田
『難波鉦』松之部一初冠 倉島
















1 月14 日 規律訓練 ・ 身体 ・ メ デ ィ ア 田中




*r フ ラ ン ス 文学に お け る身体 -ー そ
の意識と表現 -J研究会(代表者:
吉田城)と共催
2 月25 日 催眠と社会 一19 世紀フ ラ ン ス にお け
る精神医学の言説
北垣徹(ゲスト)
3 月31 日 現象学か ら見た ベル ク ソ ン の身体論
小関綾子(ゲスト)
4 月14 日 身体を マ ッ ピ ン グす る 菊地
4 月 2 1 日 生命科学の身体観 (生命観) 加藤
4 月28 日 音楽 / 西洋音楽 / 身体 / 聴覚 / 表象
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3 月31 日 英領イ ン ド期のセ ン サ ス にお け る 「宗




4 月1 日 清末の “排満" 主義 と 中国人類学の興
起石川禎浩
5月7 日 中国残留婦人の語 り の な か の 「 日 本

















9 月10 日 武術にお け る身体の表象と そ の彼方
倉島哲
人種の表象をめぐる代表的研究から
Stuart Hall 著 IrRepresen tationJ
JanNederveenPieterse 著 !rWhite
on Black: Images of Africa
and Blacksin Western Popular
CultureJ お よ びRichard Dyer 著
!rWhi teJ の書評 竹沢 泰子





10 月8 日 猿のよ う な ノ f テ、 ィ 小関 隆
っくりかえられる徴:戦後における被
差別部落の表象黒川みどり
11 月 5 日 西洋美術におけ る異邦人表現の伝統
高階絵里加
コメンテーター:大浦康介，北原恵
表情なきドイツ人: I血 と 土」 の農民
表象をめぐって藤原辰史
11 月6 日 絵画か ら写真へ : 非西洋諸民族表象に
おける変化と無変化
落合一泰(一橋大学)






























4 月19 日 は じ め に 空間を対象化す る意義を
めぐって山室
5 月17 日 『地図が作 っ た タ イ 」 早瀬
6 月7 日 『環境と人間の歴史』 藤原
7 月5 日 『ポ ス ト モ ダ ン地理学』 菊地
10月 4 日 共同研究の課題と そ の達成方途 全員
10月18 日 フ ー コ ー の空間論 山室
11月1 日 内村鑑三 「地理学考J を読む 谷川

































4 月16 日 中国東北地域にお け る 山東商人
上田貴子
4 月 25 日 帝国論の射程 『帝国の研究j (名古
屋大学出版会， 2003 年) を め ぐ っ て
BinWong
(カリフォルニア大学アー ヴァイン校)
4 月30 日 財界ネ ッ ト ワ ー ク 論 龍谷 直人
1930 年代ア ジ ア地域秩序論
龍谷直人
5 月14 日 東ア ジ ア地域形成
白石隆
(京大東南アジア研究センター )









6 月25 日19 世紀後半の閏南商人の転換
村上衛
17 世紀前半に お け る イ ギ リ ス 東 イ ン
ド会社
薮木信幸(近畿大学)







































9 月17 日 香港地域宗族団体に お け る 「家産」 ・
「族産」と地域社会編成
松原健太郎(東京大学)
10月8 日 日本帝国史の課題 と方法 一 戦前期の
在華紡を素材として龍谷直人
10月22 日 英領期イ ン ド に お け る飢謹 ・ 疫病 と 貧
困一ナショナリストとリビジョニス
卜の論争に関連して脇村孝平
11月 1 2 日 中東 小野 沢透
11 月26 日 明清帝国と朝貢 シ ス テ ム 岩井 茂樹





“Empire and Intervention: International
FinancialPoliciesofLeith-Ross"
KenIshida(ChibaUniversity)
Session2:Round Table Session “How to
study “ Networks": Questions ,




















































天竺国行記 Jは現在では散供して， r法苑珠林~ r諸























































































この様式の文書は， I立案」 と 呼ぶべ き も のであ ろ
う。こうしたことは，地方の官府で作成された生の
































附属漢字情報研究センタ- HP にお いて公開 さ れて
いる。
*石刻拓本資料 http : //kanji.zinbun.kyotoｭ
u.ac.jp/db-machine/imgsrv/takuhon/
20 世紀中国の社会システム 班長 森 時彦





















の読書記録を「日古」第 l号 ( 6月 18日)に掲載
し， I考古護現的……J の読書記録は 「日古』 第 3































































1 月 24 日 大阪の町家の復元と ミ ュ ー ジ ア ム
新谷昭夫
2 月21 日 日 本近代美術の 中 の京都 / 近代京都
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E 個 人 研 究
の美術の中の東京林洋子
3 月13 日 内裏 ・ 内侍所と その遺構につ いて
岸泰子
明治維新と京都の士族落合




5 月29 日 明治 ・ 大正期の京都府郡部の道路と道
路行政一現宮津市域を中心に一
高久
6 月19 日 近代京都の公衆便所 山崎 達雄
7 月17 日 近代の茶室 ・ 数寄屋の翠明と京都
桐浴邦夫





11月20 日 誰か故郷を思わ ざ る 一 大正期奈良に
おける「郷土」認識一黒岩
11月 28 日 エ ク ス カ ー シ ョ ン (天理大学参考館山
本交通コレクション・大和郡山旧洞泉
寺遊廓)










































































































2004年 7 月 於 本館大会議室





















































































































第 5日(10 月 8日)


























第 4日 0 1 月 11日)
現代中国書について 村上 衛
漢籍データ入力実習(3)





(3 月31 日付) 。
・井狩 l爾介(人文学研究部)教授は定年により退職
(3 月31 日付) 。
-佐々木克(人文学研究部)教授は定年により退職
(3 月31 日付) 。
-小林博行(人文学研究部)助手は辞任の上 ( 3 月
31 日付) ， 中部大学人文学部助教授に就任。
-東郷俊宏(東方学研究部)助手は辞任の上( 3 月
31 日付) ， 鈴鹿医療科学大学鋪灸学部助教授に就
任。
・堂山英次郎(人文学研究部)助手は辞任の上 ( 4
月 1 日 付)，大阪大学大学院文学研究科講師に就
任。
-古勝隆一(東方学研究部)助手は辞任の上 ( 4 月
l 日付) ， 千葉大学文学部助教授に就任。
-大浦康介(人文学研究部)助教授は当研究所(人
文学研究部)教授に昇任 ( 4 月 l日付)。
・田中雅一(人文学研究部)助教授は当研究所(人
文学研究部)教授に昇任 ( 4 月 1日付)。
・藤井正人(人文学研究部)助教授は当研究所(人
文学研究部)教授に昇任 ( 4 月 1日付)。
・加藤和人(人文学研究部)助教授は大学院生命科
学研究科助教授に併任 ( 4 月 1日~ 2005 年3 月
31 日 ) 。
-丸山宏名城大学農学部教授は，客員教授(文化研




化研究創成研究部門， 4 月 1 日 ~ 2005 年3 月31
日)。
・矢木毅宮崎大学教育文化学部助教授を当研究所
(東方学研究部)助教授に採用 ( 4 月 1日付)。
・倉島哲氏を助手(人文学研究部)に採用 ( 4 月 l
日付)。
・李昇煙氏を助手(人文学研究部)に採用 ( 4 月 1
日付)。
-山崎岳氏を助手(附属漢字情報研究センター)に
採用 ( 4 月 1日付)。
・高井たかね氏を助手(附属漢字情報研究セン
ター) !こ採用 ( 8 月 1日付)。
・田辺明生大学院アジア・アフリカ地域研究研究科
助教授は当研究所(人文学研究部)助教授に配置
換 00 月 1 日付) 。
・大浦康介助教授(人文学研究部)は， 2003 年12
月 22 日大阪発， パ リ 島， ウ ブ ド ， プ リ ア タ ン及
びオイスカ研修センタ一等に於いてインドネシア
と東チモールにおける絵画制作支援及びパー
フォーミング・アーツの調査を行い， 1 月5 日帰
国0
・小牧幸代助手(人文学研究部)は 2003年 1 2 月











外研究員旅費及び委任経理金により， 1 月8 日大
阪発，大英図書館及び大英博物館に於いて木簡及
びその出土地に関する調査，スタイン・コレク
ション中の遺跡写真の調査を行い， 1 月15 日帰
国。





ての調査を行い， 1 月17 日帰国。
・富永茂樹教授(人文学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 1 月24 日大阪発， 社会
科学高等研究院，国立図書館，パリ市立歴史図書
館(フランス)に於いて 11 960年代の研究」に
関する資料収集及び研究打合せを行い， 2 月1 日
帰国0
・藤井律之助手(東方学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 2 月1 日 大阪発， ス
ウェーデン国立民族学博物館に於いてスウェン・
ヘデインコレクションの調査を行い， 2 月8 日帰
国0
・小牧幸代助手(人文学研究部)は，文部科学省科




現地調査及び資料収集を行い， 2 月11 日帰国0
・藤井正人助教授(人文学研究部)は，文部科学省
科学研究費補助金により， 1 月17 日大阪発， マ ド
ラス，卜リチュール，トリヴアンドラム等(イン
ド)に於いてヴェーダ伝承の現地調査を行い， 2
月 1 4 日帰国0
・曽布川寛教授(東方学研究部)は，文部科学省科




美術の調査及び資料蒐集を行い 2 月 15日帰国0
・真下裕之助手(東方学研究部)は，文部科学省科




行い， 2 月21 日帰・因。
-小関隆助教授(人文学研究部)は，文部科学省科






研究振興財団助成金により， 2003 年7 月22 日大
阪発，北京大学中国古代史研究中心に於いて中国
近代史研究のための漢籍文献史料調査，古跡文物
調査を行い， 2 月29 日帰国0
・菱谷邦夫教授(東方学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 2 月27 日大阪発， 天后
廟(台湾)に於いて調査を行い， 3 月1 日帰国0
・龍谷直人助教授(人文学研究部)は，日本学術振





究拠点形成費補助金により， 3 月5 日大阪発， 中
国国家図書館に於いて漢字文献数拠庫に関する打
合せを行い， 3 月7 日帰国0
・山室信一教授(人文学研究部)は， 3 月2 日大阪
発，漸江大学日本文化研究所に於いて国際シンポ
ジウム「明治時代的儒学」における基調講演，寧
波市内に於いて資料調査を行い 3 月 8日帰国0
・水野直樹教授(人文学研究部)は，文部科学省科




-加藤和人助教授(人文学研究部)は 3 月 7日大
阪発，英国保健省及び下院科学技術審議会(連合
王国)， ELSAGEN プ ロ ジ ェ ク ト ( ア イ ス ラ ン
ド)に於いて遺伝情報に関する調査・研究に対す
る倫理的・法的・社会的問題についての海外動向
調査を行い 3 月 12日帰国0
・田中雅一助教授(人文学研究部)は，京都大学教
育研究振興財団助成金により 3 月 6日大阪発，
ロンドン戦争博物館，在独米陸軍基地及び在伊米
海軍基地に於いて軍隊展示調査，駐留米軍・在留
米軍の調査を行い， 3 月13 日帰国0
・冨谷至教授(東方学研究部)は，文部科学省科学
研究費補助金により， 2 月29 日大阪発， ラ イ デ
ン大学及びミュンスター大学に於いて中国法制史
に関する研究打合せを行い， 3 月14 日帰国0





学研究費補助金により， 3 月5 日大阪発， コ ロ ン
ボ大学，コロンボ博物館等に於いて南アジアにお
けるイスラーム初伝伝説の研究に関する調査・資
料収集を行い， 3 月17 日帰国。
-森本淳生助手(人文学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 3 月8 日大阪発， フ ラ ン
ス国立図書館に於いてポール・ヴァレリーに関す
る資料収集を行い， 3 月21 日帰国0
・村上衛助手(東方学研究部)は，日本学術振興会
委託研究費により， 3 月 1 5 日 大阪発， 中央研究
院近代史研究所に於いて中国近代史に関する史料
収集を行い， 3 月23 日帰国0
・菱谷邦夫教授(東方学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により 3 月 15日大阪発，北京
大学，社会科学院及び乾元歓に於いて江南道教関
係資料蒐集及び現地調査を行い， 3 月23 日帰国0
・高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省研
究拠点形成費補助金により， 3 月 16 日 大阪発，
バルセロナ大学，バチカン図書館及びイエズス会
古文書館に於いて Sangley語文献に関する調査
及び資料収集を行い 3 月 23日帰国0
・金文京教授(東方学研究部)は，文部科学省科学
研究費補助金により， 3 月19 日大阪発， ハ ノ イ
国立博物館及び漢哨研究院に於いてベトナム所存
漢文説話資料調査を行い， 3 月23 日帰国0
・安岡孝一助教授(附属漢字情報研究センター)は，
文部科学省研究拠点形成費補助金により， 3 月
13 日 成 田発， ア メ リ カ 議会図書館及 び ニ ュ ー
ヨーク公立図書館に於いて文字コード関連文献の
所蔵調査を行い， 3 月24 日帰国0
・東郷俊宏助手(東方学研究部)は，文部科学省科









て TEl META ワ ー キ ン ググルー プ ・ ミ ー テ ィ ン
グに出席し， 3 月25 日帰国。
-池田巧助教授(東方学研究部)は， 2003 年4 月
l 日成田発， カ リ フ ォ ルニ ア大学パー ク レ ー校に
於いて西南中国のムニャ語についての記述言語学
的研究を行い， 3 月31 日帰国0
・龍谷直人助教授(人文学研究部)は， 3 月28 日
大阪発，台湾中央研究院に於いて海外華人研究学
会に出席及び研究報告を行い 4 月 3日帰国 0
・宇佐美費教授(人文学研究部)は， 3 月5 日大阪
発，フランス，トウールーズ・ル・ミライユ大学
及び国立東洋言語文化研究所に於いて講義，講演
及び文献資料調査を行い， 4 月10 日帰国0





学研究費補助金により， 4 月29 日大阪発， シ ド
ニ一大学に於いて新旧キリスト教ミッション出版
資料の調査を行い， 5 月3 日帰国。
・ウィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字
情報研究センター)は， 5 月11 日大阪発， ベ ル
ギー・ロイヤルアカデミーに方きいて TElテキニ
カル・カウンシル年次会議に出席し， 5 月 1 7 日
帰国 0
・李俊植外国人研究員は， 5 月19 日大阪発， 延世
大学に於いて「日本のファシズム体制と朝鮮知識
人」シンポジウムに出席し， 5 月 23 日帰国0
・富永茂樹教授(人文学研究部)は， 4 月 23 日大
阪発，フランス・社会科学院高等研究院，国立図
書館及びポルトガル・コインブラ大学に於いてフ
ランス革命に関する資料収集を行い， 5 月28 日
帰国 0








・高田時雄教授(東方学研究部)は， 6 月10 日大
阪発，輔仁大学に於いて 2004年古籍学術講演会
に出席及び講演を行い， 6 月13 日帰国0
・ウィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字
情報研究センター)は， 6 月9 日大阪発， 中華仏
学研究所に於いて“XML Text Processing"
ワークショップに出席し， 6 月14 日帰国。
・古松崇志助手(東方学研究部)は，京都大学教育
研究振興財団助成金により， 3 月8 日大阪発， 中
央研究院歴史語言研究所に於いて中国近代史研究
のための漢籍文献史料調査を行い， 6 月15 日帰
国。









い， 7 月25 日帰国0
・高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省研
究拠点形成費補助金により， 7 月 23 日 大阪発，
中国国家図書館に於いて国際ワークショップ開催
に関する打合せを行い， 7 月27 日帰国0
・曽布川寛教授(東方学研究部)は， 7 月16 日大
阪発，四川大学博物館，四川省博物館，綿陽市博
物館，漢中市博物館及び国家博物館等に於いて中
国美術の調査及び資料蒐集を行い， 8 月4 日帰国0
・山室信一教授(人文学研究部)は， 7 月 23 日 大
阪発，バンコク及びマニラの戦跡記念碑，戦争記
念館及び博物館等に於いて「アジアにおける記憶
遺跡と調査活動」に関する調査を行い， 8 月6 日
帰国 0
・金文京教授(東方学研究部)は，文部科学省科学
研究費補助金により， 8 月9 日大阪発， ソ ウ ル大
学校杢章閣及び韓国精神文化研究院に於いて李朝
期資料調査を行い， 8 月 1 3 日帰国0




集を行い， 8 月16 日帰国0
・小南一郎教授(東方学研究部)は， 8 月 22 日大
阪発，北京大学に於いて第 l回北京フォーラムに
参加及び論文発表を行い， 8 月26 日帰国0
・宮宅潔助教授(東方学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 8 月18 日大阪発， ミ ュ
ンスター大学及びベルリン自由大学に於いて中国
古代法制史の研究に関わる資料調査及び研究打合
せを行い， 8 月 30 日帰国。
・エスポジ卜，モニカ助教授(東方学研究部)は，
7 月18 日 大阪発， コ レ ー ジ ュ ・ ド ・ フ ラ ン ス 図
書館及びフランス極東学院に於いて道教に関する
資料収集及び会議に出席し， 8 月 3 1 日帰国0
・池田巧助教授(東方学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 7 月26 日大阪発， 中央
民族大学，西南民族大学及び民族研究所に於いて
資料収集，康定に於いてムニャ語及びカム方言の
記述調査を行い， 9 月3 日帰国0
・岡村秀典助教授(東方学研究部)は，文部科学省
科学研究費補助金により， 8 月29 日大阪発， 中
国・日照， i維防， 栖霞及び煙台に於いて稲作遺跡
調査を行い， 9 月8 日帰国0
・古松崇志助手(東方学研究部)は，文部科学省研





査及び研究打合せを行い， 9 月9 日帰国0
・坂本優一郎助手(人文学研究部)は，文部科学省
在外研究員旅費により， 2003 年9 月15 日大阪発，
ロンドン大学に於いてロンドン・シティと財政軍
事国家の関係に関する研究を行い， 9 月14 日 帰
国。
-佐野誠子助手(東方学研究部)は， 8 月16 日大
阪発，中央研究院歴史語言研究所に於いて親晋南
北朝期の桐廟文化と文学の関係に関する調査研究
を行い， 9 月 1 4 日帰国0
・山崎岳助手(附属漢字情報研究センター)は， 8
嚢月 1 6 日 大阪発， 中央研究院歴史語言研究所に於
いて明代倭定に関する調査及び資料収集を行い，
9 月14 日帰国。




料収集を行い， 9 月17 日帰国0
・村上衛助手(東方学研究部)は，文部科学省科学
研究費補助金により 9 月 5日大阪発，中国常習
市武進区における現地調査，常習市柏安館等に於





上海図書館等に於いて資料調査を行い， 9 月 22
日帰国0
・加藤和人助教授(人文学研究部)は， 9 月19 日
大阪発，英国ケンブリッジ，クラウンプラザ・ホ
テルに於いて開催の国際ハップマップ計画第 5 回
運営会議に出席し， 9 月23 日帰国0
・岡田暁生助教授(人文学研究部)は，文部科学省




際シンポジウムでパネラーを務め， 9 月 25 日 リ最
因。
・藤原辰史助手(人文学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 7 月 22 日大阪発， フ ン
ボルト大学及び WELEDA本社に於いて初期有
機農業史史料収集を行い， 9 月26 日帰国0
・李昇煙助手(人文学研究部)は， 9 月13 日大阪
発，釜山市立図書館，国立中央図書館，国史編纂
委員会及び韓国精神文化研究院に於いて戦前朝鮮
在住日本人社会関係資料調査を行い， 9 月27 日
帰国0
・冨谷至教授(東方学研究部)は， 3 月 22 日大阪
発，ミュンスター大学に於いて東アジア世界の法
制に関する比較史的研究を行い， 9 月29 日帰国。
幸民
-中西裕樹助手(東方学研究部)は，京都大学教育




収集を行い， 9 月30 日帰国0
・大原嘉豊助手(東方学研究部)は，文部科学省科





13 日 大阪発， ブ リ テ ィ ッ シ ュ ・ コ ロ ン ビ ア大学
に於いてシンポジウム「アジアの仏教聖地Jに出
席・発表及び中国六朝仏教史に関する資料収集を
行い， 10 月20 日帰国。
・田中雅一教授(人文学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 10 月 27 日大阪発， シ ン
ガポール，オーチヤード・ノfレード・ホテルに方き
いて開催の平成 16年度アジア太平洋シンポジウ
ムに出席・発表を行い， 11 月 2日帰国0
・岡村秀典助教授(東方学研究部)は，文部科学省




学研究費補助金により， 11 月 1日大阪発，上海
図書館に於いて徐家陸蔵書棲におけるキリスト教
ミッション関連資料調査を行い， 11 月 5日帰国0




・宮宅潔助教授(東方学研究部)は， 11 月 11日大
阪発，忠北大学校に於いて中国簡瞳学国際学術大
会に出席及び発表を行い， 11 月 14日帰国。
-藤井律之助手(東方学研究部)は， 11 月 1 1日大
阪発，宏、北大学校に於いて中国簡慣学国際学術大
会に出席及び発表を行い， 11 月14 日帰国。
・岡田暁生助教授(人文学研究部)は，文部科学省





11 月 20 日帰国。
・金文京教授(東方学研究部)は， 11 月 17日大阪
弘中央研究院中国文哲研究所に於いて「経典轄
化輿明清叙事文学」学術研討会に参加及び論文発
表を行い， 11 月 21日帰国。
・田中淡教授(東方学研究部)は， 11 月 23日大阪
発，中央研究院台湾史研究所に於いて「第二回被
殖民地都市と建築一本土文化と殖民」国際シンポ
ジウムに出席及び発表を行い， 11 月 26日帰国0
・村上衛助手(東方学研究部)は，文部科学省科学
研究費補助金により， 11 月 21日大阪発，中央研
究院近代史研究所に於いて中国近代経済史に関す











-山室信一教授(人文学研究部)は， 12 月2 日大
阪発，韓国・東亜大学校に於いて国際シンポジウ
ム「東アジアの記'憶における満州、 IJに出席・講演
及び史料調査を行い， 12 月 6 日帰国0
・高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省研
究拠点形成費補助金(一部先方負担)により， 12
月 6 日大阪発， 台湾国家図書館に於いて数位時代
漢学資源国際研討会に出席及び報告，台湾大学図
書館に於いて研究打合せを行い， 12 月 1 日帰国0
・石川禎浩助教授(東方学研究部)は，文部科学省
科学研究費補助金により， 12 月21 日大阪発， 上
海市柏案館に於いて共同租界警察に関する資料調






期間 2 月 1 日 - 9 月 1 6 日









期間 8 月 15日-- 2005 年2 月14 日
• HANLEY,SusanBel
ワシン卜ン大学名誉教授




期間 1 月 22日- 205 年2 月28 日
招へい外国人学者












嚢期間 1 月 5 日 -- 8 月 3 1 日
• CHEN , ]ue カ ン タ ベ リ 一大学講師
初唐伝奇小説研究
受入教員小南教授




期間 3 月 3 1 日 -- 4 月 26 日







































期間 9 月 16日-- 2005 年2 月28 日
• HUANG ,Chi-chiang
Hobart&WilliamSmithColleges 教授




期間 9 月 20日-- 12 月19 日
・陳玉美中央研究院歴史語言研究所副研究員
20 世紀前半におけ る 台湾考古学
受人教員岡村助教授
期間 1 0 月 15日-- 12 月15 日
• LEDDEROSE ,Lothar
ハイデ jレベルク大学東アジア美術史研究所 Chai r
房山石鰹の研究
受入教員田中淡教授



























































期間 2003年 10 月 1日 "' 9 月 29日(継続)
•DEGANON,PieterSebastian
日本文化における肉食(1 750年 1 905年)
受入教員高木助教授
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